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ａｒ．二’Ｊ－ｘ　（2019年秋号）
ＮＰＯ 法 人　 留 学 生 と 語 り 合 う 会（ＲＫＫ） Ｒｅｌａtｉｏｎship and Kindness ａｒｅ the Kings ｏf Pｅａｃｅ

日 本 語 の 普 及 活 動 に つ い て

日 本 語 支 援G ス タ ッ フ　 布 津 甚 大

現 在 日 本 で は 少 子 高 齢 化 で 人 口 が 減 少 し て お り 、 社

会 の 担 い 手 と し て 国 内 で 生 活 す る 外 国 人 の 数 が 増 え て

お り 、 更 に 政 府 は 今 後 五 年 間 で ３ ４ 万 ５ ０ ０ ０ 人 の 外

国 人 を 技 能 実 習 と 言 う 名 目 で 受 け 入 れ る 事 か ら 、 そ の

人 達 が 来 日 し て 来 ま す 。 又 ９ 月 ２ ０ 日 か ら ラ グ ビ ー ワ

ー ル ド カ ッ プ が 日 本 で 開 催 さ れ て ４ ０ 万 人 の 外 国 人 が

や っ て 来 ま す 。 更 に 来 年 ２ ０ ２ ０ 年 に は 東 京 オ リ ン ピ

ッ ク が 開 催 さ れ ま す 。 今 後 外 国 人 の 数 が 急 増 す る 事 か

ら 日 本 人 と 外 国 人 と の 共 生 を 如 何 に 進 め る か に か か っ

て い る と 思 う し 、 そ の 為 に も 日 本 語 の 普 及 は 不 可 欠 で 、

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 重 要 性 が 増 す と 思 い ま す 。

私 共 は 日 本 語 普 及 の 一 環 と し て 日 本 語 の 教 え 方 講 習 会

を 大 学 の 講 師 の 先 生 を 招 い て 秋 １ ０ 月 か ら ５ 回 、 来 年 ２

月 に ブ ラ ッ シ ュ ア ッ プ 講 習 会 を ３ 回 、 合 計 ８ 回 開 催 致 し

ま す 。

秋 １ ０ 月 か ら の 講 習 会 で は 新 し く 大 学 の ク ラ ス 単 位 の

授 業 を 再 現 し て 頂 く 様 で 授 業 を 留 学 生 を ま じ え て 行 い ま

す 。 私 共 の １ 対 １ の 授 業 と 比 較 し て 一 長 一 短 が 有 る と 思

い ま す が 何 か 得 る も の が 有 る と 思 い ま す 。 又 、 講 習 会 で

は 会 員 は 当 然 の こ と と し て 、 一 般 市 民 に も 幅 広 く 呼 び 掛

け 多 く の 方 に 参 加 し て 頂 い て い ま す 。 そ の 中 に は 他 の ボ

ラ ン テ ィ ア で 活 動 し て い る 方 で 。 自 分 の レ ベ ル ア ッ プ の

為 、 参 加 し て い る 方 も 多 く い ま す 。

私 共 に は 多 く の 留 学 生 が 日 本 語 の 修 得 及 び 日 本 人 と の

交 流 、 日 本 の 文 化 の 実 習 等 の 希 望 を 持 っ て 登 録 し て 来 て

お り ま す 。 こ れ 等 の 留 学 生 と の 交 流 を 希 望 す る 方 に は 講

習 会 終 了 後 にRKK に 加 入 し て 頂 き 、 留 学 生 と の マ ッ チ ン

グ を 行 っ て い ま す 。

来 年 ２ 月 に は ブ ラ ッ シ ュ ア ッ プ 講 習 会 を ３ 回 行 い ま

す 。 私 共 に と っ て 、 今 後 も 多 く の チ ュ ー タ ー と 多 ＜ の 留

学 生 と が 心 の 通 っ た 交 流 を し て 行 ＜ 事 は 、 車 で 言 え ば 両

輪 で あ り 。 必 要 不 可 欠 で す 。
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第 ２ ４ 回 日 本 語 教 え 方 講 習 会 始 ま る

１ ０月６日（日）。「これ から日本語教え方講 習会を始めます」。司会

者布津さんの第一声から講習会が始まりました。今日は、第１回目を担当

される薄井先生が、講義形式と、ＲＫＫ留学生１人を対象とする模擬授業

の形式で行われました。２回目以降の講習会は、薄井先生と同様、横浜国

立大学で日本語授業を担当されている３人の先生がリレー方式で分担され

ます。これで、受講生は多くの先生の教え方を学べることに なります。

一方、受講生に は、これからボランティアを始めるため の第一歩として

受講される方、今までの留学生への日本語支援の技量を向 上させたい方な

ど、みなさんそれ ぞれの目的意識を持って受講されていま す。

講習会は今年で２４回目を迎えますが。今回も３３人の方々の参加があり、ニーズが高いものになっています。

このことは、講習会の開催準備を担当するわれわれにとっても大変嬉しいことです。日本語支援グループとしては、

参加された方々のボランティアへの意欲がさらに高まってもらえること。また留学生への日本語支援の内容をより

充実させることに 少しでも役だてていただければ幸いです。 （日本語支援Ｇ　 畔取 記）

にほん　 りゅうがくせいかつ
日 本 の 留 学 生 活

横浜国立大学大学院　 支彫彫（中国 ）

今年4 月に日本に来 る前日はいらいらしていました。なぜかというと、これからはどんな

せいか
っ　　　　　　　　 ひと　であ　　　 ぜんぷ　　　　　　　　　　　 みち　み　こうふん

生活が来るのか、どんな人に出会うのかが全部わからなかったからです。未知の論を興奮の

もと、少しの怖がりを 伴 って、踏み出しました。

私 は大学の時、日本語が専攻なので 、日本語を 勉強 すると共に、段々日本の文化に興味

を持っていました。大学三年生の蒔に茶盆の授 業 を受けました、「和敬清 寂 」という言葉

を始めて聞きました。授 業 に 伴 って、この言葉の魅力もしみじみと感じました。そういえ

’ぱ、今年・ 回採４,ニゼｉ。回答 畜･。、ぬ ７眉1 をやりました。kiokjii 徴 をや

ずか　 ひ｢Xな　 も　つ　　　　　　　 み　　　　 じんせい みじか　　 に　　　 かんど
ぅ

り ま し た 、6 か に 火 廷 が 燃 え 尽 く す の を じ っ と 見 つ め て 、 人 生 の 短 さ と 似 た よ う に 感 動 し ま

¦二llんふう　　 わ　　 ぢから　かん　　　　　　　　 ちゅうごく　 ちが　
。ら;んか　 たいけん

し た 。 す っ ご ＜ 日 本 風 で 、 佗 び の 力 を 感 じ ま し た 。 や は り 、 中 国 と 違 う 文 化 を 体 験 し て 、

日本をより深く理解するのは面白いことです。

これに似たような人生彩jの経験が多いので、貴重な 宝 だと思います。例えば、今年七月山下公園の花火大会。

当日は小雨で、予 定通りに 行 われるかどうかはわからないでした。大学院の受験に樋んでいた私 は、il つた天気

とー繕に焦っていました。ようやく花火が小雨を 遡 って。棚雲の中で花のように綺 麗に咲く時は泣きました、何

か、「花火も小雨を惑れずに、私ならば、できます」つて、籤されました。「日本の 花火は、鉦S 弱なもので す」

と、一人の先輩がそう言いました。

日本での生活は一言でいえば、「充 実 」です。私は何かを身につけるために来ました。何の法律基礎もない私

は社会保障法を専攻にしました。やはり難 しいです。最勧の時には教科書の内容がさっぱり読み取れない、ゼミ

でのみんなの発 表 も聞き取れ ない、でも、春学期の勉強を通して、目に見える進歩がありました。知識を

スポンジのように吸い取る楽しさは 幸 せです。

予定通り、夏休みはバイトを始めまし た、これからもバイトと勉強のバランスをよく取れるように、そして 、

勧芯を憲れずに 岫a つｎ くヽつもり７す。

２

( 原文のまま)



かわさき
ｅ ｃ ｏｔ ｏ ｗｎ　 けんがく　　　　　　　　 かいかん　　　　　　 こうじょう

川 崎 エ コ タ ウ ン の 見 学 （ エ コ タ ウ ン 会 館 と ２ つ の 工 場 ）

東京工業大学大学院　 ディア・スバギョ（インドネシア）

９月11 日 （水）川崎エコタウ ンの見学に参加しました。まず川崎市のことについて

説明してもらい そこで色々なことが分かりました。５０年前の川崎市は今のようなきれい

な町ではありませんでした。空気が汚れていて
質

空が中々見えなくなりました。 ですが、

こうじょう　しみん　せいじ　きょうりょく　ぃますみごこち工 場と市民と政治の 協 力 で今住心地がいい町になりました。

その後2 つの工場に行きました。ナミキとCOreleX という工場に行きました。ナミキは

「いｃｙｃｌ・　かいしゃ　　　 寥いにち　　　 さんぎょうはい ぶ
っ　なんt6n　　　　　　　 ま

リサイクルの会 社でした。毎日ナミキは 産 業 廃
粂

物を何トンでももらいます。混ざって

いる妖 態の廃棄物を処理して尭るわけです。廃棄物 の仕分けはだい たいまだ人力でやつ

たと　　 でんせん　　　　　　
ｐ｜ｌｓｔＩｃ　きんぞく

ています。混ざっているということは、例えば。電線です。電線にはプラスチックと金属

はい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ひと　
ｃｕｔｌｌｒ　　　 かわ　き

が入っていて、それぞれべつべつにしないとリサイクルができません。電線の場合は人がカッターで電線の皮 を切

って、痴jいて、それで電線の中にある絹羅を6 ります。電線の皮を奪鍋の毎遠 の中に 驚めて、銅線も別の専用の容

器に入れました。金属としｔ 銅は結禎高く尭れるそうです。 私・ 研 究はプラＸ チックと関係があるから、少しプ

ラスチックゴミの 話 をやろうと思います。PET のゴミだとラベルを外さないで機械でみじ ん切りにしました。PET

はUniqlO にとか冗るそうです。PET は洋服の 原 石 のひとつですから。スチロー ルも 結 局リサイクルすることが

かのう　　　　　　　　　　　　t 二か　おんど　と　　　 閤
ｏｌｄ　　　　　　　　 ぱん　　　　　　 で

可能です。まずスチロールのゴミは高い温度で溶かし、モールドに入れてスチロール板になりました。出桑たスチ

ロール板が持ち上げて 見ると結禎重かったです。ナミキはリサイクルのためにいっぱい水が必要ですから、雨水を

鴛めるタンクを持っています。集まった水を使います。

COreleX とい う会社は古紙からト イレットペーパーを作る会社です。古紙といえばダンボール、牛乳パック、き

しょるい　　　　　　　 けんLJよう　　　　　　　　 「lか　寸
ａｋｅｒ　　　　　　　　　　 やす　`

つぷ、書類などです。こんな原 料を使うからCOreleX は他のメーカーよりトイレットペーパーを安く兆れるわけ

です。現在Corｅｌｅxで 働 いている人の中の３割ぐらいが外国の人だそうです。その３割の中の９割ぐらいは

ベトナムから
み

ていました。ですから、工場をちゃんとみればベトナム語で書いてある「お知らせ」があっちこっ

しゅうりょう　　 み
ゃげ　　　　　　　　　　　　　 こはい

ちかけてあります。COreleX の見学が 終 了 してお土産をもらいました。お土産は１２個入っているトイレットペ

ーパーのパックです。

川崎エニ1タウンの見学丿 匯 に箇あ つヽたです。雀ぷな官 しい二とを砲海 し、め ったに見られないものも 見ま

したから。いつもRKK の工場見学はありがたいです。

第70 回見学会の報告

( 原文のまま)

” ３年前に見学した川崎エコタウンを再度訪問しました。参加 者は17

人、うち留学生は ３人（インドネシア、アメリカ、中国）でした。朝９

時にJR 川崎駅に集合、非常に珍しいことです が、突然のキャンセ ルや

遅刻がありませんでした。駅前 からバスで約30 分の所にある川崎エコ

タウン会館 と２つの工場（株式会社ナミキ、コアレックス三栄）を訪問

し、環境産業革命を進めている川崎市の取り組みの様子 を聞き、見るこ

とができました。　　　　　　　 （社会 一工場見学 Ｇ 廣越　 記）

３



ＲＫＫ と子育て
湘南地区　岡田 容子

私には三歳になる子どもがいます。彼がもうすぐ二歳になるという２０１８年の春、

RKK に入会しました。子どもには身近なコ ミュニティー以外の世界があることを知ってほ

しいという思いからはじめた支援活動でした。２０１８年の初夏から東海大学の中国人留

学生二人を担当していま す。自宅でレポートや奨学金の面接の相談など受 けていたのです

が、年明けから私の入院など体調不良が続き、その後は支援が休止してい る状態です。

今は子連れで活動する難しさを感じています。預け先がないのでこちらから出向いての支

援は難しく、交流会などにもなかなか参加できません。来年からは子ども が幼稚園に通う

ように なるので、また状況は変わってくるのだろうと思います。生活の変 化の中でRKK に

どういう風に関わっていくかが私の今後の課題です。RKK の面白さは個人の支援以外にも

会員間の交流の場があることだと思います。私は秦野に住んでいますが、調べた限り身近

にそういう団体はありま せん。2018 年の花見に参加した際は嬉しい出会いがありまし

た。インドネシア人の留学生の奥さまとLINE の連絡先を交換 し、帰国されるまで時々やり

取りしていました。婦人科の病院にかかりたいという相談に英語で答えた り、誕生日おめ

でとうのメッセージを送ったり、支援の経験は少ない私ですが少しはお役に立てたかなと思っています。現代は

Google 翻訳で拙い英語力を補うこともできるし、LINE で手軽にやり取りすることもできます。あとは「多様な人

たちと交流したい」という自分の意欲があれば、子どもがいてもどうにか活動に関わっていけるのかもしれません。

留学生の皆さんには日本で自分の道を切り開いていってほしいなと思いますが、私自身も皆さんとの交流の中でま

だ知らない世界への扉を開いていけたらいいなと思っています。

私の日本語支援
東地区　 武田 拓也

私はRKK に入会して１０年近くになります。入会の動機 は二つありまして、一 つは学生

時 代および仕事上でも英語 に多々接している中で日本語にも相応に興味があり、海外から

の 留学生に対する日本語支援は退職後でも続けられ るかなと思ったこと。二つ目は。自分

の 海外駐在時代に現地の方 にお世話になった経験上、今度は反対の立場として日本で勉強

している留学生の方に微力ながらお手伝いができる かなと考えたことです。

今までの活動は、家庭の 事情等で途中数年間は中止していたので、実質４年程度の期間

となります。その中で、日 本語支援をさせていただいた海外留学生は計４人です。その４

人について担当した順番に 簡単に触れますと、

1. ３０代中国人男性（社会人）

日 本で就職したいという方で、履歴書の書き方や内容について助言をしたりしましたが、東日本大震災が発

生したあと中国に帰られました。

２. ４０歳前後のインド人男性（社会人）

学生ではなく研究者の方（自然環境などに関して世界的なネットワークをベースに研究・活動をされてい

た）で、話し 言葉は大体分かるの ですが、漢字の 勉強のため、新聞記事を使ってレッスンを行 っていました。

3. ２０歳のベトナム人男性（日本語学校生）

新聞配達をしながら日本語学校に通い、日本の４年生大学入学を希望していました 。NI に合格 したのですが、

日 本語の総合的能力はまだまだという感じで、読み書きの指導よりも発音の矯正に苦労しまし た。

４. ２４歳の中国人女性大学院生

日 本語能力がかなり高いので、コ ミュ ニケー ションはほ とんど問 題ありま せん。現在レッスン継続中ですが、

特にテーマを設けず東横線沿線の駅付近を歩きながら、あるいは喫茶店で気楽に会話をしています。

今後も留学生の要望に応じ た日本語支援活動を続け ていきたいと思っています。



グ ル ー プ 活 動 の 紹 介

一 中 国 語学 習 グル ー プ ー

ＲＫ Ｋ 中 国 語 学 習 講 座 の 新 任 講 師 と し て

横浜国立大学大学院　 斎晏蔚（中国）

大家好！私はRKK 中国語学習講座の新しい講師になりさせていただいた斎晏蔚と申しま

す。中国東北の ハル ビン から来ていて、今横浜国立大学の環境情報学府に博 士前期課程に

在籍しています。

Ｘ 。　　　　 時の流れが速いものだといつもこう思っています。去年11 月の日本語スピーチを契機に

。　　　　 今年の四月から中国 語講座の講師になり始め、もう半年が経ちました。こんな銀河系のよ

マ　　　　 うな数多＜の 人間の中で、人と人の出会い、知ることがまるで奇跡だと思っ ています。日

Ａ

本に来て、RKK の皆 さんと出会って、また現在中国 吾　師になることはとても嬉しく て、

この緑を大事にしたいと伴に、自分の能力を向上しなければならないと意識 しています。

以前日本語を教えることがあったけれども、中国語を教えるのは初めてです。最初は緊張で、声がちょっと震えた

が、皆さんの優しい笑頗のおかけで、緊張を克服しました。

授業中、皆さんに中国語を教えると同時に、私も日本語を勉強になりました。毎週の週末で皆さんと一緒に授業

を行うことがとても楽しみにしています。しかし、現在の私にとっては。どうやって分かりやすく皆さんに中国語

を教えていくのはまだまだ一層頑張りたい と思います。これからも皆さんとこの貴重な縁を続けていきたいなので、

どうぞよろしくお 願いいたします。 （原文のまま）

一 文化・ファミリー交流グループ ー

地 域 交 流 特別 絵 画 展 開 かれ る

９月１８日 から２３日まで戸塚区美術協会主催による「地域交流特別絵画展第１

２０回絵画展」が戸塚区 民文化センターにおいて開催されました。

今年は戸塚区美術協会創立７０周年にあたり、 油絵、水彩、アクリル、パステル

などで描かれた総数１１６点の多彩で個性豊かな作品が展示されておりました。

会員の大久保さんも油彩「幽谷の碧い薔薇」 を出展され、ＲＫＫ会員初め皆さん

も興味深く眺めておられました。　 （杉田　 記）

会 員 募 集 中

留学生 と一緒に国際交流を楽しみましよう。RKK では下記のプロ グラムを用意していますので、

皆様のご希望に合わせて、留学生と様々な形で交流出来ます。

一日本語学習支援（留学生と一 対一で日本語の勉強、会話をします。）　　　　 回 ・　 回

一文化・ファミリー交流（フェスティバルを開催し、異文化交流を深めま す。）　　　　 Ｊ

社会 工場見学 （工場見学 名所のハイキングに行きます ）

圓

・中国語学習（留学生が先生となって中国語を勉強します。）　　　　　　　　　 回.

RKK の活動に興味をお持ちの方は右コードを読み取るか、「 函てk‾iij‾`¦で検索して

RKK のホームページにアクセスしてください。

会報や最近の行事案内などをご覧になれます。入会フォームはホームページ「入会案内」から入手できます



RKK ホームページ↓ をお訪ねください

或 皿NPO

法人

留 学 生 と 語 り 合 う 会

RKK　　　　　　　RelationShip and Kindness are the Kings 01 peaCe

トツｙ　I　RべK紹介　｜　 イベント　｜　　　　　｜　入会案内 留学？戈１　１　　乙

ホームページは随時更新しています。新設の「会員のひろぱ」¦よ､●罰 覆● のページに あります。

「会員のひろぱ」を通じて留学生に 対する支援、交流体 験の他、コンサート、映 画、絵画など趣味報交換に

も利用できま す。掲載希望の会員はメッセージをRKK 広報委員会スタッフにお知らせください。

投稿 先ア ドレ ス: ｍａｉ】tｏ:ｓｕ只ila1526収ｙbb.ｎｅ.ip

掲載ホームページ:htt ｐ：Ｉ ｅｐａμｃ3.ｎｉｎｖ.ｃ・1yrkk/

上記のＵＲＬをクリック、または巻末のＱＲコードをスキャンしてください。

広報委員会では皆様からの「会員のひろば」への寄稿をお待ちしております。　　　　　 広報委員会

ｙ 　

阪 軍丿伺

◇8/2 サポートセン ターR708 にて、2019 年度第１回（臨時）理事会が開 かれ、RKK 創立20 周年記念事業

結果の取りまとめ 、各活動グループ、委員会担当理事からの 活動報告および本年度の 各種施策についての

ｌ　 意見交換を実施。
大 ハ ヨ ］J

I　 ◇9/23午後、サポートセンターR711にて22 人のスタッフの参加のもと、2019年度第２回スタッフミーティ
ｌ　　 ングが行われ、創立20 周年記念プロジェクトからの報告。活動グループ、地区交流会、委員会からの
！　　C&C（報告 一連絡そして相談）が実施された。ディスカッションタイムは「RKKフェスティバル2019
ｌ　 に゜いて」の テーマのもと。計画概要の説明･ 意見交換など情報の共有化を図 ゜た･

： 励 所 じ二‾うq

l　 ◇日本語支援G : 10/6 を開講日として全 ５回の日本語の教え方講習会を実施中。日本語スピーチ大会準備

Ｉ　 ◇文化・ファミ リー交流G:9/6 に横国大IMP 留学生の歓送会。RKK 文化祭準備。

ｌ　 ◇中国語学習G : 9/29 から、12 人の受講者で10 回コースを実施中。

ｌ　 ◇社会・工場見学Ｇ＝第70 回見学イベントとして、9/11 川崎エコタウンを見学。17 人が参加。

八 蘇 垂 圓

ｌ　 ◇東地区 ＝9/15の地区交流会には留学生 を含め９人が参加。次回は12yB を予定。

◇西地区:7/28の交流会には14 人が参加。次回は10/27を予定。12/1の戸塚お結び広場出展準備。
◇南地区:9/8 に10 人が参加して地区交流会を実施。次回は1/12 に新年会を企画。
◇北地区:10/19 の交流会には留学生３人を含め15 人が中華料理店で会食。次回は¦/18 を予定。
◇中央地区:9/1 にカナファンにて交流会を実施し７人が参加。次回は12/8を予定。
◇湘南地区:9/10に交流会を実施、10人参加。次回は12/7を予定。11/24平塚市民活動センター祭

12/21藤沢国際交流Feｓtiｖalに出展予定
置貰禰

◇会員委員会:9/23 マッチング検討会を実施。

Ｘ

ゝ

◇広報委員会:RKK ニュース77 号の編集。RKKホームページの刷新.PR 用フライヤーの検討
◇就活情報支援委員会：月２回の就活情報メール配信。就活サロンの定期開催。
◇企画委員会：夢ファンド寄附推進。会議室予約システム対応。名簿管理。
◇会計委員会：収支決算・講習会受講料の振込管理。
◇事務室：理事会、スタッフミーティング開催準備

li 云

ｌ茲涵

よ こ は ま 夢 フ ァ ン ド の ご 案 内

横浜市にはボランティア団体の活動支援を目的としだ よこはま夢ファン

ﾄﾞ”という制度があることをご存知でしょうか。本ファンドへの寄付を通

てＲＫＫの活動を支援して頂けます。ご協力をお願いします

じ

６



トピックス

祉錨ﾇﾖ・備家笙。親賀翼雀答､祓Jjik勤
2年 間 の 留 学 を 終 え て 帰 国 す るIMP12 期 の 留 学 生9 人 の 研 究 発 表 及

び 懇 親 会 が 開
催

さ れRKK よ り 関 係 者 ７ 人 が 参 加 し ま し た 。 主 要

けんきゅう　　　 かんきょう　ど ぼく　 けん くこうがく　かく「1うめん　　　　 かれ研 究 テ ー マ は 環 境 。 土 木 、 建
蜃

工 学 の 各 方 面 に わ た り 。 彼 ら が

帰 国 後 に は そ の 研 究 成 果 を 生 か し 母 国 の 発 展 に 尽 く す も の と 期 待 さ

せいかつ　くわ　 にほ んたいざいちゅう　けいけん たのれ ま す 。 歓 送 会 で は 研 究 生 活 に 加 え 日 本 滞 在 中 の 経 験 、 楽 し さ な

ど 話 題 が つ き ま せ ん で し た 。 （ 徳 屋　 記 ）

地区からＱ便り

留学生とともに会食・懇談

10 月19 日（土）北地区では本年度第 ２回目の交流会を持ちまし

た。今回は留学生 ３名をご招待し会員12 人が出席して、中華料 理店

で会食をしながら懇談をしました。留学生は中国出身の国大生 １ 人

台湾出身のフェリス大生 ２人でした。円卓で ２グループにわかれ、

親しく 懇談した後、自己紹介や近況報告などをしました。イギ リス

に 行った時の話、遠いマラウイの留学生から届いたキーホルダ ーの

話 。留 学生とペナン島を旅する話、日本伝統文化を理解するために

教養講 座で学んでいる話など国際交流に関する話題がたくさん 出ま

した。その中でもひときわ輝いたのは中国語を学んでいる方の中国語での挨拶でした。留学生も理解し、言語の持

つ力を感じました。後半の会員だけの話し 合いでは北地区の日本語支援生徒の情報を共有して今後は皆で支援して

行こうということになりました。次回は2020 年１月18 日、旭区活動センター「みなくる」で行う予定です。

（北地区　 松井 記）

就活情報支援委員会からのあ知らせ

２ つ の 扉　 一 就 活 現 場 に 入 室-

１つ目の扉は就活web サイトの扉です。日本での就職を考える留学生の就活は大学キ

ャリアセンターのプロ グラムの受講から始まりますが、社会で直接行動する際は就活サ　

ｒ

＿ ゛

ぶ １

イトヘの登録がスタートです。各サイトがそれぞれ得意の支援領域を持つ中で、総合型

が一番の人気です。リ クナピ、マイナピのビッ グ２のほかキャリタス就活、あさがく ナ　　　l ●　　　　 ｀

ピなど多数ありま す。学生は複数のサイトに登録することが多く、７サイトにも 加入・活

こ

皿

２つ目はRKK の扉です。留学生とチューターとの語り合いの 場において、留学生は入

学、RKK 入会時 から卒業、就職までの数年の長期に亘って就活の相談ができます 。就活サイトを凌ぐ親身の個人対

応、キャリアアドバイザーによるコメント入手、ハローワーク、JAsso 、大学就活プロジェクトなど主に公共的事

業体からの情報が得られます。この扉を運営する当委員会ではチューターへの手助け をしていますのでご利用くだ

さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （就 活情報支援員会　 岩瀬 記）

新入正会員のみなさまへ：よろしくお願いします！

田中和生（港北区に 波多野雪菜（神奈川区八 能美憲治（旭区） (敬称略、入会順)



留 学 生 の 皆 さ ん へ ／ Ｔ Ｏ ｌ ｎt ｅ ｒ ｎ ａtiOnaI St Ｕ ｄ ｅ ｎt Ｓ

Ｌ ｅt ゛s jain ●ｎｅ-t ｏ- ｅ ｎｅ Ｊａ ｐａｌ ｅse llng ｕ ａｇｅ 秘aciingp ｒog ｒ ａ ｍ ｈy ｖol ｕ ｎt ｅｅｒs.

・　 日 常 会 話 （Daily Ｃ ｏｎ ｖｅrs ａtｉｏｎ ）

・　 ビ ジ ネ ス 会 話 （ Ｂｕ ｓｉｎ ｅｓs Ｃ ｏｎ ｖｅr ｓali ・ ）

・　 卒 論 、 レ ポ ー ト の 文 書 指 導 （ Ｗrjling Japanes ｅ Ｔｈ ｅs ｅs ＆Reports ）

・　 新 聞 ／ 書 籍 等 の 読 解 （ Ｒ ・ding Ne ｗspaper ＆ Ｂ ｏｏ ｋs ）

1　 日 本 語 能 力 試 験 （ ＪａＦ ｌｎ ｅs ｃ Ｌａ ｎｇ ｕagc Pr ｏｎ ｃｉｃｎ ｃy Ｔ ｅst ）

・　 就 職 活 動 （Job H ｕｎting ・ Ｅ ｎｌry shcelsylnlcr ｖie ｗs ）

Enjoy ｉ ｓiling planli lal ｘlrａｌｏrｉａ ａｎ ｄ ｐａｒlicipaling in ｖalio ｕｓ ｃｕllｕr ａｌ ｅｘch 皿ga.

Conlacl: 津 田{ Ｔsｕdal e-mail ｓakｕrａ_tｓｕdakei ＠ybb. ｎｅｊｐ

Ｈｏｍ ｅ Ｐａｇｃ : hllp:yyrkk.ｗｏｒld.匹 ａｎ.ip/

Scan lhe rjght code fbr gelting the app 】ｊｃａtion lbrｍ.

C ｏｍｅ ａｎｄ Ｅｎｊｏｙ ＲＫ Ｋ Ｆ ＥＳＴｌｙ ＡＬ ２０1 ９

Ｒ Ｋ Ｋ ｗ ｍ ｈｏｌｄ Ｒ Ｋ Ｋ Ｆｅｓtiｖａｌ ｏｎ ４thy Ｎ ｏｖ. (Ｈ ｏｈｄａｙ) ａｌ Ｋ ａｎａｇａ ｗａ Ｋ ｅｎ ｍｉｎ Ｃｅｎtｅｒ. Ｔ ｈｅ ｍ ｏ ｍ ｉｎ ｇ

ｓｅｓｓion i ｓ 15t ｈ Ｊａｐａｎｅ８ｅ Ｓｐｅｅｃｈ Ｃｏｎtｅｓt by int ｅｒｎａtｉｏｎａｌ ｓtｕｄｅｎtｓ. Aft ｅｒｎｏｏｎ ｓｅｓｓion i ｓ 7tｈ

Ｃ ｕltｕｒｅ Ｅ χｃｈａｎｇｅ ｃｏｎｓiｓting of

A) Ｅ ｘhibit ｉｏｎ ｏｆ ｐ ａｉｎting ， ｐｈ ｏtｏ,canig ｒａｐｈｙ ，ｓｅｎｒｙｕ

Ｂ) Ｗ ｏｒk ｓｈｏｐ ｏｆ tｒadit ｉｏｎａ１ Ｊａｐａｎ ｅｓｅ ｃｕltｕｒｅ ｈｋ ｅ ｐａｉｎting ， ｓhogi, ｃａｎｉｇｒａｐｈｙ ， tｅａ ｃｅｒｅ【ｎｏｎｙ ，ｅtｃ

ｉＶｅ ｗ ｅｌｃｏ ｍ ｅ ｙｏｕｒ ａｐｐ】ｉｃａtｉｏｎ ｏｆ ｐｈｏtｏ， ｐａｉｎting and hor ｎｅ ｃｏｕ ｎtｒy int ｒod ｕｃtｉｏｎ.

Ｌｅtlｓ ｅｎｊｏｙ tｈｅ Ｊ ａｐａ ｎｅｓｅ Ｃ ｕltｕｒｅ Ｆ ｅｓtiｖal togelhe ｒ. (Admi ｓｓion f ｒｅｅ)

ＲＫＫ フ ェ ス テ ィ バ ル を 楽 し も う

芸術の秋を迎えRKK は恒例の文化祭を11 月４日(休日)、かながわ県民センターで開催します。留学生会員、日

本人会員との貴重な文化交流の場であります、皆様ふるってご参加ください。午前に は第15 回日本語スピーチ大

会が行われ各国からの留学生が日本語で発表します。留学生の視点を通して新しい日本を発見できることでしょう。

午後には第７回文化祭が開催されます、絵画、写真、書道など会員の力作を展示しま す。

囲碁、将棋、茶道、書道、絵画。似顔絵。伝統遊戯、風呂敷包み、生花などのワークショップを予定しています。

皆様の作品出展、各ワークショップへの積極的な参加をお願いいたします。

留学生をお誘いあわせの上全員参加で楽しいフェスティバルにしましょう。(入場無料)

NPO 法 人　 留 学 生 と 語 り 合 う 会

連 絡 先: 〒245-0008 横 浜 市 泉 区 弥 生 台9-1-12-407 萩 原　 敦

Ｅ メ ー ル:rkk10250mc4 々yａｈｏｏ.ｃｏ.jp　Tel ＆ ＦａＸ: 叫5-813-8327

ホ ー ム ペ ー ジ:htt ｐ:yyrkk.ｗald. ｅ∽ ｎ.ip/

Friend ｓhip Ass ㎝iation fi 〕r lntｅｍａｌｉｏｎａｌ Ｓｌｕdenl ｓ ａｎｄ Ｊａｐａ】lese Wlｕｎtｅｅrs

RKK ニ ュ ー ス 編 集:RKK 広 報 委 員 会 秋 号 担 当　 村 田 威 雄　Oct.31 ，2019

無 断 転 載 を お 断 り し ま す 。

８
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